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研究概要︓天然に豊富に存在する有機ケイ素化合物を反応剤として用いることで、異なる２種類のアルコールから非対称なアルキル
エーテルが合成できることを明らかにしました。

研究背景︓有機ケイ素化合物はクラーク数で酸素に次いで 2 番目を占める元素であることから、有機ケイ素化合物を触媒・反応剤
として利用した分子変換反応の開発は、持続可能な社会の実現に対して極めて重要な課題です。我々はこれまでに、弱いルイス酸性
を有する有機ケイ素化合物を活用することでエポキシドの開環反応が進行し、反応系中で発生するカルボカチオンにアルコールが反応
することで β-アルコキシアルコールが効率よく合成できることを報告しています。本研究では、有機ケイ素化合物のルイス酸性を活用した
非対称アルキルエーテルの合成反応の開発に取り組みました。 

研究成果︓アルコシキヒドロシラン、とくにジエトキシメチルシランが、第２級ベンジルアルコールと第１級アルコールとの形式的な脱水縮
合反応に有効であり、非対称なアルキルエーテルを高収率で与えることを明らかにしました。反応機構研究から、カルボカチオン中間体
が発生し反応が進行していることもわかりました。 

社会的・学術的なポイント︓中性の有機ケイ素化合物のルイス酸性を利用した分子変換反応を達成した点が学術的に重要なポイン
トです。将来的に希少金属触媒反応の代替反応としての利用が期待されます。

用語解説︓ 

アルコシキヒドロシラン︓ケイ素―酸素結合とケイ素－水素結合をもつ有機ケイ素化合物の総称。
ベンジルアルコール︓ベンジル基（PhCH2–）にヒドロキシ基（OH）が結合したアルコールをベンジルアルコール（PhCH2–OH）という。
特に、ベンジル基 CH2 の１つの水素の代わりに有機基を有するベンジルアルコールを第２級ベンジルアルコールという。
カルボカチオン中間体︓正の電荷をもつ不安定化学種。本研究では第２級ベンジルアルコールから水酸基 OH-）が脱離することで発
生する。
アルキルエーテル︓R-O-R'（R, R' はアルキル基、アリール基などの有機基）の形で表される化合物をエーテルという。特に R と R'が
アルキル基のものをアルキルエーテルという。
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